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	 序　　論	

競技スポーツの目的は，最高のパフォーマンスを発揮し
て試合で勝利することである．適切な栄養管理，体重管理
は，すべてのスポーツ選手にとって，競技成績向上のため
の重要な課題である1）．特に，ボクシング，柔道，空手，
レスリングなどの体重階級制スポーツは，体重管理を行う
という観点において，減量なしにそれらを語ることができ
ない2）．

体重階級制スポーツでは，一般的に通常の体重より低い
階級で試合に臨む選手が多い．対戦相手に対する身体的あ
るいは戦術的な有利性を獲得出来る事が経験的に知られて
きたからである．しかし，競技に出場する際の階級と同じ
体重を維持することは，身体に負担がかかる．そのため，
選手は試合前に減量を行い，通常は本来の自己の体重を維
持する．しかし，何らかの理由により，短期間での減量な
ど不適切な減量を行うと身体機能が上がらず，競技的に不
振に陥る．さらには，身体の生理的機能に悪影響を及ぼし
たり，各種傷害を起こす危険性もあり，有利に試合を運ぶ
為の減量が，その方法の不適切さにより，逆にコンディショ
ンを悪化させてしまい，競技成績の低下や健康に悪影響を
及ぼす可能性がある．大会当日に行われる総合検診，計量
の際，平常より体温や血圧が高かったり脈拍数が多い選手
が少なくない．我々はこれら異常所見を呈するのは，コン
ディション不良によるものではないかと考えた．

そこで最高のコンディションで試合に臨み勝利するため
には何が必要なのかを解明出来ればと考え，今回アマチュ
アボクシング競技者の身体的因子，生理学的因子，減量の
期間やその量が試合の勝敗にどのような影響を及ぼすか検
討した．

	 対象および方法	

対象は第31回全日本実業団アマチュアボクシング選手
権大会（平成21年5月3日～平成21年5月5日）に参加
したアマチュアボクシング選手94名（男性，平均年齢：
26. 2±4. 4歳）である．大会期間中，選手に負担をかけな
いよう試合開始3時間前の総合検診，計量時に身体計測（身
長・体重・体温・血圧・脈拍），アンケート調査（コンディ
ション・減量量・減量期間等）を行った．体重は階級差を
補正するため各階級内でのパーセンタイルを使用した．得
られたデータを試合の勝者群・敗者群の二群に分け比較検
討した．統計学的解析はエクセル統計（Statcel 2, オーエ
ムエス出版, 日本）を用いて，平均値と標準偏差を求め，
独立した2群の差の検定を行った．いずれも確率水準5％
以下を有意限界とした．

	 結　　果	

①�アンケート結果について

アンケートの各項目とも二群間で有意差はみとめられな
かった．

表1．アンケート調査結果
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②身体測定・総合検診項目について
有意差は認められなかったが，体重が重い方が勝利して

いる傾向にあった．
体温・血圧・脈拍に有意差は認められなかった．

③身長・アームスパンについて
もっとも重いミドル級のみ勝利群が敗北群に比して有意

に身長が高かった．それ以外では必ずしも身長が高い，あ
るいはリーチが長い方が勝利する結果とはならなかった．

④減量と期間・量と勝敗の関係について
減量期間・量と勝敗との関係で二群間に有意差は認めら

れなかった．

	 考　　察	

勝者と敗者において，体格差を比較検討したところ，有
意差はないものの体重が重い方が勝利している傾向にあっ
た．また，最も重いミドル級の身長のみ有意差がみとめら
れた．その他の階級で有意差が認められなかった要因とし
ては，フットワークを重視するアウトボクシングや至近距
離で戦うインファイトなど，ボクシングの戦術により体格
的マイナス因子がカバーできる可能性が考えられた．

過度の減量が肉体的，精神的悪影響を及ぼす事が以前よ
り報告されている3）．現在，体重階級制スポーツ選手に広
く用いられている短期間型の減量法は，減量効果が顕著で
ある反面，競技選手にとって好ましくない影響を引き起こ
す可能性が極めて高い．減量期間・量と勝敗の関係で二群
間に有意差はみとめられなかったが，競技選手が競技成
績の向上を目的として減量を行う場合には，選手だけでな
く指導者もまた，参加する競技の特性と減量のリスク，安
全性について十分理解した上で，出来る限りリスクの少な
い科学的根拠に基づいた減量法を選択することが肝要であ
る．例数を増やし，今後更に研究を進め競技成績の向上に
関連する因子について検討していきたい．

緊張度・やる気といったメンタルコンディションの状態
と勝敗の関係について検討したところ，今回の研究では，
勝敗との関連は明らかとはならなかった．

更に競技成績を向上させ，最大パフォーマンスで試合に
臨むことができるように，身長と体重との関連性について，
また，減量期間，減量内容などを更に詳しく検討していき
たい．また，心身のコンディショニングの強化方法4），さ
らにはメンタルコンディショニングの競技力に及ぼす影響
について今後さらに検討を進めたい．
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